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オートファジーは栄養が十分にある状況で TOR により抑制されているが、ひとた
び栄養飢餓などによりこの抑制が解除されると、オートファジーが開始する。しか
しこの抑制の解除は永遠に続くのだろうか。すなわちオートファジーとは、止まる
ことなく自分自身を食べ尽くすものなのだろうか。少なくとも酵母細胞では、否で
あった。私達がゲノムワイドスクリーニングで発見した機能未知遺伝子 TAG1 の欠損
株では、通常野生型株でオートファジーが集結するタイミングでも、そのまま起こ
り続けた。Tag1 タンパク質は、何を感知し、どのようにしてオートファジーを集結
するのだろうか。この疑問を解決することで、細胞がどのようにして栄養を感知し、
それを統合しているのかを理解し、またその破綻の結果引き起こされることが知ら
れているガン等の病因論とその克服を議論していきたい。
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